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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 　 地 下 水 位 を 制 御 せ し め る に あ た っ て 、 揚 水 井 戸 及 び 観 測 井 戸 に 設 け た 水 位
検 出 器 に お い て 現 水 位 を 検 出 し 、 比 較 器 に お い て 現 水 位 と 目 標 水 位 を 比 較 し て そ
の 差 を 求 め 、 制 御 装 置 に お い て 現 水 位 と 設 定 水 位 の 差 を 解 消 す る よ う 揚 水 井 戸 に 設 置 さ れ
た 電 動 弁 の 開 度 を す る こ と を 特
徴 と し た 井 戸 内 水 位 制 御 の 揚 水 管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】 　

井 戸 内 水 位 制 御 の 揚 水 管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】 　 揚 水 井 戸 及 び 観 測 井 戸 に 設 け た 水 位 検 出 器 と 揚 水 管 に 設 け た 電 磁 流 量 計 も
し く は 、 ノ ッ チ タ ン ク に 設 け た 水 位 検 出 器 の 計 測 結 果 か ら 、 揚 水 量 と 地 下 水 位 の 関 係 の 推
定 に 必 要 な 地 盤 の 浸 透 特 性 を 逆 解 析 に よ り 算 定 し 、 揚 水 量 の 計 測 値 か ら 現 状 地 下 水 位 を 推
定 し 、 設 定 水 位 と の 差 を 解 消 す る よ う 揚 水 井 戸 に 設 置 さ れ た 電 動 弁 の 開 度 を リ ア ル タ イ ム
に 自 動 制 御 し 、 全 開 １ ０ ０ ％ に 対 し て 、 微 調 整 す る こ と を 特 徴 と し た 揚 水 流 量 制 御 の 揚 水
管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】 　 揚 水 井 戸 及 び 観 測 井 戸 に 設 け た 水 位 検 出 器 と 揚 水 管 に 設 け た 電 磁 流 量 計 も
し く は 、 ノ ッ チ タ ン ク に 設 け た 水 位 検 出 器 の 計 測 結 果 か ら 、 揚 水 量 と 地 下 水 位 の 関 係 の 推
定 に 必 要 な 地 盤 の 浸 透 特 性 を 逆 解 析 に よ り 算 定 し 、 揚 水 量 の 計 測 値 か ら 現 状 地 下 水 位 を 推
定 し 、 設 定 水 位 と の 差 を 解 消 す る よ う 揚 水 井 戸 に 設 置 さ れ た 電 動 弁 の 開 度 を リ ア ル タ イ ム
に 自 動 制 御 し 、 全 開 １ ０ ０ ％ に 対 し て 、 ０ ． １ ％ の 精 度 で 微 調 整 す る こ と を 特 徴 と し た 請
求 項 ３ 記 載 の 揚 水 流 量 制 御 の 揚 水 管 理 シ ス テ ム 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 制 御 装 置 １ ０ の 電 動 弁 自 動 調 整 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 例 え ば 、 設 定 水 位 に 対 し て
計 測 水 位 が 高 い 場 合 は 電 動 弁 ８ の 開 度 を 上 げ て い き 、 設 定 水 位 に 近 づ く に し た が っ て 、 開

定 期 的 に

リ ア ル タ イ ム に 自 動 制 御 し 、 全 開 １ ０ ０ ％ に 対 し て 微 調 整

地 下 水 位 を 制 御 せ し め る に あ た っ て 、 揚 水 井 戸 及 び 観 測 井 戸 に 設 け た 水 位
検 出 器 に お い て 定 期 的 に 現 水 位 を 検 出 し 、 比 較 器 に お い て 現 水 位 と 目 標 水 位 を 比 較 し て そ
の 差 を 求 め 、 制 御 装 置 に お い て 現 水 位 と 設 定 水 位 の 差 を 解 消 す る よ う 揚 水 井 戸 に 設 置 さ れ
た 電 動 弁 の 開 度 を リ ア ル タ イ ム に 自 動 制 御 し 、 全 開 １ ０ ０ ％ に 対 し て 、 ０ ． １ ％ の 精 度 で
微 調 整 す る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ 記 載 の



度 を 徐 々 に 下 げ て い く 。 最 終 的 に 設 定 水 位 と 計 測 水 位 が 同 等 と な っ た と き の 電 動 弁 ８ の 開
度 を 保 持 す る 。 周 辺 地 下 水 位 の 変 動 等 で 孔 内 水 位 が 変 動 す る と そ れ に 応 じ て 電 動 弁 ８ の 開
度 を リ ア ル タ イ ム に 微 調 整 す る 。 こ こ に 、 電 動 弁 ８ の 開 閉 は 、 制 御 信 号 を 電 動 弁 ８ に 送 っ
た 場 合 の 全 開 か ら 全 閉 ま で に 要 す る 時 間 に 対 し て の 割 合 で 管 理 し 、 開 度 ３ ０ ％ に 設 定 す る
場 合 は 、 一 旦 全 開 （ １ ０ ０ ％ ） に し た 後 、 電 動 弁 全 開 か ら 全 閉 ま で に 要 す る 時 間 の ７ ０ ％
の 時 間 で 弁 を 閉 じ る 信 号 を 出 す も の と す る 。
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